＜貨物列車がきます＞

スパイディ：ここに来る、タイミング通りに
　　　　　　あの列車のどれかが、軍隊の第1構成の新秘密兵器だ

            "軍隊の極秘倉庫 危険" 目標通りだ！
            この構成を目的地まで届けよう
            クモ感覚だ、正面突破を感じる
            ジェイ・ジョナ・ジェイムソンの言ってた通り！

線路の上を走るサイ男…。そして彼は、貨物列車を吹き飛ばします。

ライノ：俺はライノだ！何も耐えられなーい！
　　　　第1構成だ！
　　　　そのうち他の２つを手に入れたあと、俺は世界を支配する！

運転手の助手：うわぁ…何だ？
貨物列車の運転手：わからない、一瞬の出来事だったから

スパイディ：物を売っていたか、サイに当たったか そのどっちかだ

兵士A：箱がない！盗まれたみたいだ！

スパイディ：ここから出よう、疑われる前に

兵士B：おい、あれを見ろ！スパイダーマンだ！

兵士C：戻ってこい、でなきゃ撃つぞ！
  　　 後を追え！

兵士B：どこへ隠れた？

兵士D：あっちだ！
　　　 木々の間から！

スパイディ：ハクション！
　　　　　　もしジェイムソンがこの話をネタにしていたら
　　　　　　軍隊の極秘構成！

新聞社の社長：スパイダーマンに盗まれた？
　　　　　　　それは社会に対する脅威だ！
              世界で最も恐ろしい武器にもう一つの構成が来週中に？
　　　　　　　飛行機、潜水艦、装甲車が到着するんだな？
              今すぐ予防策を取って 裏切者のスパイダーマンから
　　　　　　　軍隊を守れ！わかったな！

"連絡スイッチ"

ジェイムソン：ミス・ブラント！パーカーに連絡しなさい！

ベティー：はい、ジェイムソンさん

ピーター：ハックション！

”会社から電話がきました”

メイおばさん：私が出るわ？
　　　　　　　ジェイムソンさん？
　　　　　　　あ…じぇ、ジェイムソンさん…
ジェイムソン：今世紀最大の特ダネだ！
　　　　　　　外に出て現場の写真を撮ってこい！
メイおばさん；ピーターの叔母のメイと申しますわ？
              孫は酷い風邪で休んでるの…
ピーター：ハックション！
メイおばさん：わからない？
              他の誰かを見つけてちょうだい

              ジェイムソンさん とても興奮してらしたわ？
ピーター：なんて言ってました？
メイおばさん：ああ、何かあなたにねじれグモの写真を撮ってこいとかね…
ピーター：なんですかこれ？
メイおばさん：この家庭内で100年以上使われている風邪薬よ？
ピーター：苦い味ですね…
メイおばさん：少し休むといいわ！

ピーター：今の状況では あの事故現場には近づけられないな
          夜まで待ってみよう

午後9時前

スパイディ：さあ、列車事故の…ハッ…原因を…ハッ…突き止めなくちゃ

事故現場に向かうスパイディ

スパイディ：どこかに、手掛かりがある！
　　　　　　これは、サイの足跡だ！
            気づかなかったなぁ…
　　　　　　この足跡を辿って行けば、見えてくるだろう。

"動物園"

ライノ：他の部品はすぐに俺の物になり
　　　　そして俺様の破壊力は世界一となる！
        そのあと、粉々に！壊して！滅ぼす！


足跡を辿っていたスパイディだが…

スパイディ：見失った…
            この辺りを上から調べよう

警官A:なんだ！？
警官B:こっちにくる！伏せろ！

スパイディ：本当にサイだったら
　　　　　　闘牛士をやろう

警官C：大丈夫か？

警官A：ああ…
警官B：何が当たった？

スパイダーマン：網が絡んで取れない！

警官C：散らばれ！隅々まで広げろ！

スパイダーマン：ハックション！

警官C：OK、でてこい！手を上げるんだ！



Bパート

警官C：OK、くるぞ！

<自宅に到着>

メイおばさん：ピーター？起きてる？

ピーター：ハックション！

メイおばさん：ああ、かわいそうに・・・
              さっきよりは良くなったと思ったのだけど・・・

ピーター：正直に…よくなった…

メイおばさん：さあ、この美味しい肝油のレモンジュースを飲んで元気お出し？
              私が出ます。
　　　　　　　はい？ああ、こんばんはジェイムソンさん
              ごめんなさいね、ピーターは風邪が治るまでどこにも行けないの
              想像してみて？ もしあなたが その病気で夜中に軍用飛行場へ向かったら…

ピーター：飛行場！？うっ、あのう…メイおばさん…もう少しだけ…寝かせてください…
メイおばさん：きっと風邪薬の効果ね、じゃあおやすみ 親愛なるピーター

ピーター："おやすみ"か…
          ついてないなぁ・・・この眠い時に・・・
　　　　　さあ空港へ向かおう 第2構成が奪われないように

<軍用飛行場>

スパイディ：（あくび）起きなくちゃ・・・

アナウンス：便名 400(フォー・ゼロゼロ)！
            滑走路2 着陸OK 風の速度10マイル 通信終わり！
パイロット：了解、通信終わり！

スパイディ：こうでなくちゃ！

米軍の飛行機が到着、ショルダーバッグを持った男が下りてきます。
ライノはそれを目にし、出発しました。

スパイディ：ライノの姿が見えない…
　　　　　　早とちりだった！
　　　　　　ライノを捕まえるには幾つかある！

スパイディ：ハッ、ハッ、ハックション！
　　　　　　元帥、危ない！

元帥：あれはサイだ！
　　　構成を奪われたー！

ライノ：どこへいった？
　　　  この中のどこかに隠れている…！

スパイダーマン：ハクション！・・・あっ

ライノ：アハ、回しちゃおうかなぁ？

兵士E：確かにここだ！しっかりと見た！
       あの穴を通って行った！
兵士F：恐らくあのガソリン自動車を使って、壁に穴をあけて、俺たちを騙したんだろう

スパイディ：ハクション

兵士F:そこにいるんだろ！出てこないと撃つぞ！


＜Bパート＞
兵士E：これが最後のチャンスだ！出てこい！
兵士F:逃げられた！

スパイディ：やった…

ライノ：あの愚かなスパイダーマンは、この俺を止めようとした…
　　　　だが…無駄な事だ！
　　　　構成をあと１つ奪えば！
　　　　明日、世界は～！！！

ジェイムソン：もし第3構成がスパイダーマンの手に渡ったら、我々は砕かれる！
ベティー：しかしジェイムソンさん、報告書によると"巨大なサイ"が"いた"とか
ジェイムソン：その報告書には"スパイダーマン"も"いた"とあった！
              それは確かだよミス・ブラント
              あのライノという男はスパイダーマンの仲間だ
ベティー：しかしジェイムソンさん
ジェイムソン：口出しするな、ミス・ブラント！
              ピーター・パーカーに連絡しろ！
ベティー：かしこまりました…
ジェイムソン：もしあの女だったら、切りなさい！
ベティー：もしもし？ピーター？気分はどうですか？あっ！
ジェイムソン：調子はどうだピーター、キミが必要だ
　　　　　　　今日、第3構成を運んだ潜水艦が到着するんだ
　　　　　　　写真を取らないと、街のライバル新聞社に奪われてしまうぞ！
　　　　　　　他の新聞社に奪われるなど、想像も付かんだろう？
ピーター：もちろん思いませんよジェイムソンさん、しかし…
メイおばさん：ジェイムソンさん、ピーターは風邪が治るまでどこにも行けないの！
　　　　　　　それとですね、写真のことでしたら他の担当者を見つけてください
ジェイムソン：何て生意気だ！
　　　　　　　もしこのワシがカメラマンの仕事をしていたら、想像してみなさい！
　　　　　　　そうだ、ばあさんが正しい！駆け出し記者に変装しよう
　　　　　　　こういうこと何度もやってきたじゃないか

"天才は寝る 起こさないで

メイおばさん：かわいそうな子、思ったより病気かも
              仕方ない、睡眠は最高の薬だし

"立入禁止区域 立ち入り禁止"

ジェイムソン：立ち入り禁止だと？
ジェイムソン：ヘヘヘヘ！告知せんわけには！

兵士G：ここから先は立ち入り禁止だ！この柵から5フィート離れろ！
ジェイムソン：デイリービューグルからきました
兵士G：申し訳ないが、入場をお断りしている。
ジェイムソン：告知の意味がないだろう
兵士G：恐らくな！
ジェイムソン：キミは誰に向かって言ってるんだ！
　　　　　　　もう誰からの注文もせん！
　　　　　　　二等兵、貴様を捕まえてやるから・・・かく・・・ご・・・
兵士G：ありゃ～、本物のスパイを捕まえちまった～
ジェイムソン：こんなのジェイ・ジョナ・ジェイムソンにはない！
　　　　　　　市長と知事に連絡し、大統領に報告するぞ！
スパイディ：あ、JJJが傷付けられてる!
            助けたいけど…でも、ライノを採取が先だ…

自由の女神に座り、スパイディは望遠鏡で様子を見る。

スパイディ：潜水艦だ！あそこにライノがいる！
提督：謎の物体が潜水艦に接近！ 発砲準備！ 魚雷準備！発射！
スパイディ：ああ、まずい！
提督：船を～捨てろ～！

そして第3構成は盗まれた

スパイディ：あーあ まただ…！
ライノ：やっと最後の構成を手に入れた、ざまあみろぃ！
スパイディ：逃げられたか・・・、あいつを止めなきゃ…

メイおばさん：分らないわ？どうして良くならないの？ピーター
　　　　　　　私が風邪薬を飲んだ時は効いたのに…
              大麦スープよ、元気になるように胡椒をたっぷりかけておいたから
ピーター：ありがとうメイおばさん
メイおばさん：ちゃんと食べて偉いわね
ピーター：はい、メイおばさん

子供：号外号外～、さあ読んだ読んだ～！
　　　ライノがセントラルパークの捜査網から脱走だ～！
      ご自由にお取りくださ～い！
      デイリービューグルから号外で～す、ご自由にお取りくださ～い！
ベティー：ピーター、もし元気だったらなんとかして…
　　　　　ライノは逃げちゃうし、もう何もかも変よ・・・
ピーター：逃げた？でもライノを包囲したんでしょ？
ベティー：警察隊がライノをセントラルパークから追い出して
　　　　　水の中に逃げ込んだみたいなのよね
          それにジェイムソンさんは帰ってこないし…
　　　　　ああ…ピーター…何をすればいい？
　　　　　そのままでいいよ、ベティー
          JJJならそのうち帰ってくるって、多分、きっとね…

ジェイムソン：何度言ったら気が済むんだ！
              ワシはジェイ・ジョナ・ジェイムソン、
　　　　　　　デイリービューグルの社長だぞ！
              愛国心が強いのだ！
           　 最高裁判所に連行しても構わんぞ！
              兵士ら全員、軍法会議にかけて！
　　　　　　　ワシは…、ワシは…！ワシは全国の新聞社に救われるのだ…
　　　　　　　そして全ての責任は心気症の少年にある！

ピーター：どこまでメイおばさんを騙せるかはわからないけど
　　　　　だけど今はスパイダーマンが必要だから…ハクション！
　　　　　わぁ…コショウのせいでくしゃみ…
　　　　　コショウ！そういうことか！
　　　　　まず先に、ライノを探そう

スパイディ：治安部隊がいるから乗り越えられない
            ここのどこかにライノがいる。
　　　　　　もし私がライノだったら、何処に隠れる？
　　　　　　…面白いね、ライノは動物園から追い出されたんだっけ？
            でもサイって水の中に潜れると思う？
　　　　　　当然のことかもしれないけど、誰もそうは思わない！
　　　　　　もし私の勘が当たれば、隠れ家はあそこだ！


ライノ：できた…これで世界最大の殺人兵器が完成した！、ハハハハハハ！
スパイディ：ハックション！
ライノ：貴様！なぜ貴様が・・・！
スパイディ：コショウ！
ライノ：ハァ・・・ハァ・・・ハクション！・・・ハクション！・・・ハクション！
　　　　ハクション！・・・ハクション！
スパイディ：もがかないでライノ、沈没するよ！
　　　　　　泥を焼くから、しっかりつかんでて！
ライノ：グアー！
スパイディ：はい、チーズ！
ライノ：グアー！
スパイディ：紙がほしいの？じゃぁあげる！
            お世辞は結構！親愛なる隣人スパイダーマンより！
            じゃあねライノ、この洞窟（ばしょ）のことを警察に知らせてくるよ！
ベティー：いいえ、まだジェイムソンさんは来てません
          来たらすぐ繋いでもらいます
          ジェイムソンさん！どこにいたんです？
ジェイムソン：そんなのワシの勝手だ！
              あの話はホントなのか？
ベティー：ええ、片付きましたよ？
　　　　　ライノは確保され、爆弾は救われ
          それとスパイディにメダルを授けるとか
ジェイムソン：やめて！たくさん！
スパイディ：さあ、全てが元通りになっ…ハッ…ハクション！…ハハハハ！
　　　　　　家（うち）に帰ってもう少し メイおばさんの風邪薬を飲んでみるか！

